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●ニュース 

大学の教育活動と

まちづくりの連携

が進行中！ 

 9月は、岡崎市市民協働事業審査会がありま

した。今年で 3年目を迎える取り組みですが、

協働事業の公募は、近隣都市と比較して岡崎市

の取り組みは先駆的なものです。市民活動支援

施設（地域交流センター）の指定管理者制度導

入とあわせ、他地域の自治体の方から「岡崎の

市民協働やまちづくりを学びたい」という問い

合わせや相談を受けることも増えてきました。

市民自治、市民協働の方法と技術を岡崎から発

信していきます。

◆ ◆ ◆

 8 月に始まった東部地域交流センターの施

設計画を考える市民検討ワークショップでは、

地元住民の方に加えて、施設建設予定地の近く

に立地している愛知産業大学や人間環境大学

の学生さん達にも参加いただいています。ま

た、9月 27日から 10月 5日に渡って、名鉄

東岡崎駅の岡ビル３階にて、愛知産業大学建築

学科の建築まちづくり作品の展示会も行われ

ます（詳細は４ページを参照）。りたは、この

ような動きをつなぎ、若者の感性や力がまちづ

くりに活かせるよう、応援をしていきます。

スタッフ紹介

まち育て・市民協働を学んで（後編）

※岡崎市南部地域交流センターに配属された、

りた事務局員・岡田貴浩のコラムです。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「まち育てセンター りた」は、市民・市民活動

団体と行政および事業者が協働してまちづくりを

するための中間支援者として存在しており、私もそ

の一員として先日開催された「岡崎市・市民協働事

業説明会」に参加させていただきました。

そこでは、参加している市民団体の意識の強さに

感心させられ、また、今はまだ協働事業に関心の薄

い市民や市民活動団体が少しでも関心を持つよう

になれば、まち育ては大きく進展していくだろうと

率直に感じました。

時代と共に社会の環境は変わり、同時に地域の問

題や私たちの望むことは変化していきますが、心の

豊かさを求める現代だからこそ、行政の視点からだ

けでは見えない部分があり、それをよりよくしてい

くために地域社会や実生活をしている住民からの

意見や提案が重要とされています。

 まだまだ勉強不足で、どこまで役立てることがで

きるか分かりませんが、このまちに潜在する魅力を

掘り起こし、新たに発展させていく、このまちなら

ではの「まち育て」に力を注いでいけるようにがん

ばりたいと思っていますので、よろしくお願いいた

します。

若者 
参加 



 りた は、本整備計画における、市民と行政の対話を通じた基本計画作りを支援しています。今回は、

8月・9月に開催された会合の様子をお伝えします。

 第１回では… 施設への思いを語り合いました 
 
 8月 4日に行われた第 1回（会場：藤川学区市民ホーム）では、当初の予想を大幅に上回る約 50名

の皆さんにお集まりいただき、熱気溢れる話し合いが行われました。

まず藤川に建設を予定されて

いる「東部地域交流センター」

「道の駅」とその周辺整備につ

いて、説明がなされました。そ

の後、延藤先生（愛知産業大学・

大学院教授）による幻燈会、各

グループに分かれての「どんな

施設にしたいか」というテーマ

での意見交換が行われ、参加者

の皆さんからは多くの積極的な

意見があげられました。

 参加者の皆さんからは「交流が出来るスペースがほし

い」「学生との交流ができるような工夫を」「故郷として

藤川を自慢できるような場所」「障害者にも優しいセン

ターに」「みんなで安心して遊べる場所がほしい」「行く

と楽しくなれるセンター」「お勉強の空間があるといい」

など、『こんなセンターになってほしい』という思いを

出してもらいました。

 続いて、施設に導入が予定されている機能に対して

「大きな音を立てても大丈夫な広いホール」「藤川駅からぬれずに行き来ができる入り口」「防災機能を

充実させてほしい」など具体的な要望をたくさん聞くことができました。

市民協働推進課 高井班長 

少人数による話し合いの様子 
グループ発表

東部地域交流センター
市民検討ワークショップ

が始まりました!!

 藤川地区をはじめとする

岡崎市東部地区の活性化を

目指し、地域交流センター4
号館の施設整備計画が動き

出しました。



1 第 2回では… 建設予定地に行ってきました  
9 月 15 日に行われた第 2 回では、第 1回での結果をふまえて、実際に施設の建つ敷地を歩いて、施

設の配置や建物の形について話し合いが行われました。

 参加者一同はマイクロバスに乗り、実際の建設予定地へ。稲穂が風

に揺られる広々とした敷地を見渡して、各々事前に配布されたチェッ

クシートに気がついたことを書き込んでいきました。

 敷地から戻ると、さっそく図面を囲んでの意見交換が始まりました。

それぞれが実際に敷地を見て思ったこと、気がついたことをあげてい

って、それを元に各グループで図面の尺に合わせたブロック模型を使

ったモデルを作り上げていきました。

 ここで上がった意見の中には、「敷

地北側の眺望は大切にしたい」「北側

を流れている川を活用できないだろ

うか」といった、実際に敷地を見た

ことで生まれた意見も飛び交い、白

熱した話し合いが行われました。「藤川ならではの施設を」、「今ある

“雰囲気の良さ”を活かした施設に」。最後で発表された各グループ

の案には、そんな共通点があったように思います。

「実際に敷地を見たことでイメージがふくらんだ」「シートやブロ

ックを使っての組み立て作業が面白かった」などの感想が多く聞かれ

ました。

 また、第 1回、第 2回ともに多くの大学生さん（愛知産業大学・人

間環境大学）に参加いただき、ユニークな意見をたくさん出して下さ

いました。中には「現役大学生なんて、自分の子どもより若いわ～」

といった方もみえて、「普段あまり関わりのない年代の方と話ができ

てよかった」とおっしゃる方も。楽しい話し合いができたようです。

 今後も、これまでに参加者の皆

さんからいただいた意見を反映し、

施設の平面プランなど着々と計画

づくりを進めていく予定です。

初めての参加者も大歓迎です。関心のある方は是非ご来場下さい。 
藤川の地にふさわしい施設のあり方を一緒に考えましょう！ 
 
＜今後の予定＞ 

第 3回 10/28(日)「施設利用のイメージし、平面プランを考えよう」 

第 4回 11/25(日)「複数の施設プラン案を評価しよう」 

第 5回  1/13(日)「建設プランの最終案を決定しよう」 

その後、建設工事を経て平成 22～23 年ごろには開館の予定です。 

（柴田） 

りた 三矢です！ 

現地歩きの様子

ブロック模型作り 



 

 

 

 

①『東部地域交流センター市民検討 WS③』 

 日時：10 月 28 日（日）14:00～1700 

場所：藤川学区市民ホーム 

 主催：岡崎市／市民協働推進課事業推進班  

内容：施設内部の部屋の並び方や、使い方に関

する意見交換を行います。 

専門家派遣情報 

 …近隣地区の人材育成や、まちづくりフォーラムを支援します。

事務局

より

近隣都市の

自治体職員研修の依頼が

増えてきました。

岡崎まち育て情報 …岡崎市内各所のまち育て活動を支援し、市民と行政の対話を促進しています。

②『大学生が考える 

東岡崎駅北側地区の未来像・展示会』 

 日時：9 月 27 日（木）～10 月 5 日（金）

9:00～17:00 

場所：名鉄東岡崎駅・岡ビル３階特設会場 

 主催：愛知産業大学建築学科 

内容：同大学４年生の建築学科学生が、東岡崎

駅北側のあり方を検討。駅から川までを

魅力的につなぐ都市空間像を提案。 

★10 月 5 日（金）15：00～17：00 に、エ

ンディングイベントを開催。学生発表と

来場者との意見交換会を予定。 

②『ＮＰＯパワーアップ講座～マネジメント編』

＝＝めざせ！会議の達人連続講座＝＝ 

第２回「ワークショップ入門」 

 日時：10月 6日（土）15:00～17:00 

第３回「ファシリテーターになろう！」 

 日時：10月 7日（日）10:00～14:30 

 場所：もんぜんぷら座３０４会議室（長野市）

 内容：市民団体の組織マネジメント力を学ぶ機

会を提供する。 

①『りた自治支援部会』 
 

 日時 10月 17日（水） 19：00 ～ 21：00 

 場所 未定 

 内容 「まち育て応援基金」の運営理念につい

て 

※自治支援部会では、自販機収入の売上金を

積み上げて、これを市民活動の助成金に活用

する方法を考えています。前回の自治支援部

会までに、６社の自販機を扱う企業にご参加

したいただき、事業のパートナーとなる企業

を選定するプロポーザルを実施しました。公

開審査の結果、株式会社コカ・コーラセント

ラルジャパン社に決まりましたので、ご報告

させていただきます。 

④『市民協働の仕組みを考える市民会議』 

 日時：10 月 21 日（日）13:30～1600 

場所：岡崎市南部地域交流センター・よりなん

 主催：岡崎市／市民協働推進課事業推進班  

内容：市民協働推進条例の中身に関する協議。

条例の詳細内容について話し合います。

③『第 20 回りぶらサポーター支援会議』 

 日時：10 月 11 日（日）9:30～1200 

場所：岡崎市役所東庁舎６０１号室 

 主催：岡崎市／康生地区拠点開設準備室  

内容：市民まつりに向けて、（仮称）岡崎市図

書館交流プラザのＰＲについて協議。 


